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温

刀に

男

緒

品

百

五
代
諸
王
朝
の
各
君
主
は
、

そ
の
政
権
の
主
柱
に
耕
一
民
軍
を
擁
し
、

そ
の
禁
軍
を
掌
握
す
る
た
め
君
主
に
よ
る
一
元
的
支
配
の
貫
徹
に
全

力
を
傾
注
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
諸
政
権
が
極
め
て
短
期
間
し
か
維
持
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
新
た
に
誕
生
し
た
王
朝
に
既
に
そ
の

顛
覆
に
直
結
す
る
素
因
が
内
包
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
Q

そ
れ
は
、
禁
軍
に
対
す
る
多
元
的
な
指
揮
系
統
で
あ
る
。
こ
の
た
め
各
王
朝

は
、
禁
軍
の
屯
駐
を
後
楯
と
し
て
諸
藩
鎮
の
も
つ
財
政
や
行
政
の
支
配
を
削
除
吸
収
し
て
逐
次
中
央
集
権
政
策
を
推
進
い
な
が
ら
も
、
実

に
不
安
定
で
あ
り
、
且
つ
短
命
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
北
宋
政
権
と
い
え
ど
も
そ
の
建
国
は
、

こ
の
よ
う
な
軍
隊
の
纂
奪
に
よ

り
な
が
ら
、

そ
の
わ
ず
か
一
年
半
の
後
に
は
、
五
代
各
政
権
の
維
持
強
化
に
と
っ
て
最
大
の
桂
桔
、

つ
ま
り
そ
の
顛
覆
の
直
接
の
要
因
で

あ
っ
た
禁
軍
指
揮
権
の
構
成
者
宋
朝
の
場
合
に
は
後
周
の
軍
師
ー
を
、
酒
宴
の
席
上
に
お
い
て
悉
く
握
兵
機
関
の
長
官
か
ら
追
放
し
た

こ
れ
が
、
太
祖
の
所
謂
「
杯
酒
釈
兵
権
」
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
従
っ
て
、
五
代
の
各
王
朝
と
は
著
し
く
異
な
る
で
あ
ろ
う

の
で
あ
る
。
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超
宋
政
権
樹
立
の
過
程
、

つ
ま
り
「
杯
酒
釈
兵
権
」
ま
で
の
特
殊
性
を
抽
出
す
る
こ
と
が
、
就
中
、
内
憂
外
患
を
以
て
登
場
し
た
趨
宋
が

形
成
し
た
君
主
独
裁
専
制
下
の
官
僚
支
配
体
制
の
具
体
的
様
態
を
究
明
す
る
関
鍵
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
禁
寧
に
対
す
る
唯

一
の
独
裁
的
支
配
権
の
確
立
が
、
宋
朝
国
家
の
形
成
を
飛
躍
的
に
進
行
さ
せ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
従
来
に
も
、
堀
敏
一
氏
や
菊
地
英
夫
氏
等
に
よ
っ
て
、
北
宋
の
禁
軍
機
構
と
五
代
の
そ
れ
と
の
関
連
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究
が
な

そ
れ
ら
は
軍
制
上
の
問
題
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
北
宋
政
権
が
後
周
禁
軍
か
ら
樹
立
さ
れ
た
要
因
に
関
し

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

て
は
十
分
論
述
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、

そ
の
点
に
つ
い
て
、

よ
り
詳
細
な
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
諸
先
学
の
叱
正

を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

に
対
す
る
背
叛
的
動
向
が
、
周
祖
郭
威
の
死
去
を
好
機
と
し
て
南
侵
し
て
き
た
北
漢
軍
と
の
戦
（
高
平
の
戦
）
に
露
呈
し
た
。

乙
こ
に
、

後
周
禁
軍
の
制
度
的
確
立

宋
朝
政
権
は
、
後
周
禁
軍
の
纂
奪
に
よ
っ
て
創
業
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
創
業
の
成
否
は
後
周
禁
軍
の
帰
趨
に
求
め
る
乙
と

が
穏
当
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
後
周
禁
軍
の
制
度
的
確
立
の
考
察
が
必
要
と
な
ろ
う
。

五
代
後
漢
の
武
臣
と
文
臣
と
の
対
立
に
乗
じ
て
建
国
さ
れ
た
後
周
政
権
の
支
柱
は
、
前
朝
の
侍
衛
軍
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
帝
権

帝
権
倒
壊
の
危
機
が
予
想
さ
れ
、
世
宗
に
よ
る
禁
軍
改
革
の
所
以
が
あ
っ
た
。
改
革
の
第
一
は
、

そ
の
高
平
戦
の
継
続
さ
れ
て
い
る
顕
諒

て
敵
軍
に
降
っ
た
が
、

や
が
て
周
軍
に
利
あ
る
と
み
る
や
、
彼
等
は
味
方
の
陣
列
に
復
し
て
き
た
。

こ
の
侍
街
中
早
将
帥
の
よ
う
に
、
臨
戦

五
年
三
月
に
敢
行
さ
れ
た
。

即
ち
、

侍
衛
軍
将
校
の
処
刑
と
そ
の
遷
補
で
あ
る
。

高
平
戦
で
周
軍
三
陣
中
の
一
陣
を
担
っ
て
い
た
侍
衛

馬
、
歩
両
軍
の
各
都
指
揮
使
焚
愛
能
、
何
徽
等
は
、
北
漢
軍
と
鋒
を
交
え
る
ζ

と
な
く
、
数
千
の
兵
を
帥
い
控
弦
露
思
し
兵
糧
を
剰
掠
し



を
私
慾
充
足
の
好
機
と
す
る
こ
と
は
、
唐
末
五
代
を
通
じ
て
常
態
化
し
た
現
象
で
あ
っ
た
。

五
代
の
各
君
主
に
と
っ
て
、
禁
軍
将
兵
の
志

気
高
揚
と
帝
権
へ
の
忠
誠
確
保
の
た
め
特
に
臨
戦
時
に
は
俸
銭
の
給
与
に
極
力
意
を
払
う
こ
と
が
帝
権
維
持
へ
の
捷
径
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
周
軍
の
中
に
絶
対
的
多
数
を
占
め
る
侍
衛
軍
が
帝
権
の
維
持
に
最
大
の
陸
路
と
な
る
も
の
と
危
慎
し
た
世
宗
は
、
馬
・
歩
両
軍
の
将

帥
を
初
め
と
す
る
七
十
余
人
の
将
校
を
処
刑
し
数
十
人
を
遷
補
し
た
。

こ
の
措
置
は
、

そ
の
七
ヶ
月
後
に
行
な
わ
れ
た
改
組
、
即
ち
侍
衛

司
の
一
般
兵
卒
を
強
弱
を
以
て
簡
別
し
て
、
財
政
難
の
打
開
と
侍
衛
軍
に
対
す
る
帝
権
の
浸
透
と
を
図
っ
た
改
草
と
、
不
可
分
の
関
係
に

あ
る
。

こ
の
二
つ
の
改
革
の
聞
に
要
し
た
七
ヶ
月
の
期
間
は
、
後
者
の
改
革
に
要
求
さ
れ
る
世
宗
帝
権
の
欠
如
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

てコ

北宋政権樹立考

」
忌
ハ
ノ
、

そ
れ
は
当
時
の
政
権
が
、
普
通
「
国
は
将
に
担
に
さ
れ
、
将
は
兵
に
撞
に
さ
れ
、
兵
は
騎
り
て
帥
を
逐
い
、
帥
は
騎
り
て
上
に
叛

く
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
般
騎
兵
の
向
背
に
依
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
皇
帝
と
い
え
ど
も
容
啄
で
き
な
い
彼
等

の
婚
姻
を
以
て
血
縁
的
な
連
帯
感
を
も
っ
世
襲
的
で
閉
鎖
的
な
徒
党
性
は
、

そ
の
工
、
不
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
第
一
の
改
革
に
際
し
て
、
新
た
に
除
授
さ
れ
た
武
将
の
う
ち
、
龍
捷
の
各
左
右
胞
の
都
指
揮
伎
に
充
て
ら
れ
た
前
帝
郭
威

の
親
将
（
股
肱
）
等
が
い
た
。
そ
の
除
授
は
、
彼
等
が
高
平
戦
で
帝
権
に
絶
対
的
な
忠
誠
を
堅
持
し
周
軍
を
勝
利
さ
せ
た
殿
前
軍
将
校
で

あ
っ
た
為
で
あ
り
、

こ
の
諸
府
主
帥
が
侍
衛
軍
の
中
で
発
揮
す
る
機
能
の
重
要
性
が
知
ら
れ
る
の
で
、

乙
乙
で
侍
衛
軍
の
統
轄
構
造
を
述

べ
て
お
く
。
侍
衛
司
に
は
、

そ
の
長
に
都
指
揮
使
を
有
つ
馬
軍
と
歩
軍
が
あ
り
、

そ
の
中
心
的
な
軍
額
は
、
騎
軍
の
「
龍
捷
」
と
歩
軍
の

そ
の
各
府
に
少
な
く
と
も
五
軍
が
属
す
わ
）
そ
の
構
成
を
宋
史
鳩
一
職

「
虎
捷
」
で
あ
る
。

そ
し
て
両
者
は
各
々
、
左
右
両
痛
を
持
ち
、

47 

官
志
侍
衛
司
の
条
に
従
い
図
示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
）
内
は
、
各
主
帥
、
副
帥
等
号
示
す
。

馬
－
歩
軍
（
都
指
揮
使
）
｜
府
（
都
指
揮
使
）
｜
軍
（
盟
問
問
使
）
｜
指
揮
（
醐
蹄
鞭
使
）

l
都
（
野
…

r湖
一
時
閉
店
川
町
付
）

つ
ま
り
、
新
た
に
周
祖
の
親
将
の
任
命
さ
れ
た
諸
府
主
帥
は
、
各
馬
歩
両
軍
の
都
指
揮
使
と
「
軍
」
以
下
の
諸
将
と
の
聞
に
位
置
づ
け
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ら
れ
、
侍
衛
軍
の
機
能
を
制
す
る
職
掌
で
あ
り
、
世
宗
も
、
彼
等
を
諸
店
主
帥
に
起
用
し
侍
衛
軍
将
兵
の
世
宗
へ
の
隷
属
性
を
期
待
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
構
造
は
、
後
述
す
る
殿
前
軍
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
後
周
で
も
、
原
則
と
し
て
、

こ
の
侍
衛
軍
全
体
を
枢
密
院
の

下
で
総
管
し
、
兵
籍
、
訓
練
、
遷
補
、
賞
罰
等
の
事
務
を
管
掌
す
る
の
が
、
侍
衛
馬
歩
軍
都
指
揮
使
、
同
副
都
指
揮
使
、
同
都
虞
候
の
将
棋

で
あ
る
。
こ
の
度
の
更
迭
で
、
当
馬
歩
雲
仙
指
揮
使
に
は
、
前
宣
告
臥
の
甥
李
重
進
が
同
都
虞
候
よ
り
昇
格
し
た
（
臨
時
当
日
航
）
。

こ
れ
よ
り
半
年
あ
と
に
、
侍
衛
軍
兵
卒
聞
の
徒
党
性
の
破
壊
と
と
も
に
行
な
わ
れ
た
の
が
、
殿
前
軍
の
強
化
拡
充
で
あ
る
。
こ
の
改
革

（

6
〉

に
、
堀
、
菊
地
両
氏
は
、
殿
前
司
の
制
度
的
成
立
、
即
ち
そ
の
実
戦
部
隊
と
し
て
の
禁
軍
の
確
立
を
求
め
ら
れ
、
従
来
の
殿
前
軍
の
性
格

を
皇
帝
と
将
領
の
廟
養
人
的
私
僕
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

ζ

の
改
革
を
示
す
史
料
は
、
堀
、
菊
地
両
氏
も
既
に
示
し
て
お
ら
れ
る
五

代
会
要
巻
一
二
京
域
諸
軍
周
世
宗
顕
徳
元
年
十
月
の
条
に
あ
る
次
の
註
記
等
で
あ
る
。

先
是
、
上
按
子
高
平
、
観
其
退
縮
、
慨
然
有
懲
草
之
意
、

又
以
醸
勇
之
士
多
為
外
諸
候
所
占
、
子
是
召
募
天
下
豪
傑
、
不
以
草
沢
為

阻
、
進
闘
下
、

朗
親
試
問
、

選
武
芸
超
絶
及
有
身
首
者
、

分
署
殿
前
諸
班
、

因
有
散
白
｛
、
散
指
揮
使
、
内
殿
直
、
散
都
頭
、
鉄

騎
、
控
鶴
之
号
、

し
か
し
、
以
下
の
行
論
の
う
ち
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、

乙
の
改
革
以
前
に
も
殿
前
軍
は
、
禁
軍
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
性
格
を
知
る
手
が
か
り
を
、
註
川
刊
に
言
及
し
た
殿
前
軍
武
将
の
も
つ
職
掌
に
求
め
て
み
よ
う
。
即
ち
、
殿
前
都
虞
候
、
散
員
都

指
揮
使
、
散
指
揮
使
都
指
揮
使
、
控
鶴
左
府
第
一
都
指
揮
使
等
は
、
宋
朝
殿
前
司
の
総
帥
及
び
そ
の
指
揮
官
を
表
わ
す
呼
称
で
あ
る
。
従

っ
て
、
右
の
五
代
会
要
等
に
伝
え
ら
れ
る
散
員
、
散
指
揮
使
を
検
討
し
て
み
る
と
、
宋
史
兵
士
山
一
建
隆
以
来
之
制
騎
軍
の
条
に
、

散
員
、
左
右
班
四
、
周
制
、
招
置
諸
州
豪
傑
、
立
散
指
揮
、
散
都
頭
、
散
紙
侯
凡
十
二
班
。

と
あ
り
、
散
員
は
、
左
右
班
四
を
持
つ
殿
前
諸
斑
を
構
成
す
る
騎
軍
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
右
記
に
あ
る
「
凡
十
二
班
」
は
、
同



条
に
ま
た
「
散
指
揮
（
周
で
は
使
の
字
を
付
け
る
）
、

左
右
班
四
」
、

「
散
紙
候
、
左
右
班
二
」
、

「
散
都
頭
、

左
右
班
二
」
と
あ
る
に

符
合
す
る
。
か
く
て
散
員
都
指
揮
使
は
、
散
員
の
持
つ
左
右
四
班
の
主
帥
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
前
掲
の
宋
史
職
宮

志
殿
前
司
騎
軍
の
条
に
、

諸
班
有
都
都
虞
候
、
指
揮
使
、
都
軍
使
、
都
知
、
副
都
知
、
押
官
、

と
あ
る
よ
う
に
、
宋
朝
の
殿
前
諸
班
の
も
つ
都
虞
侯
以
下
の
指
揮
官
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
世
宗
の
改
革
以
前
に
も
、

禁
軍
と
し
て
都
指
揮
使
を
主
帥
と
す
る
殿
前
騎
軍
の
散
員
、
散
指
揮
使
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
前
掲
の
五
代
会
要
に
あ
る
「
内

北宋政権樹立考

殿
直
」
と
右
の
宋
史
兵
志
の
伝
え
る
「
東
西
斑
」
に
関
し
て
も
、
宋
史
巻
二
五

O
王
審
埼
伝
に
、

（
周
）
広
順
中
、
歴
東
西
班
行
首
、
内
殿
直
都
知
、

鉄
騎
指
揮

（
後
）
漢
乾
祐
初
、
隷
周
祖
帳
下
、
性
純
謹
、
甚
親
任
之
、
中
略
、

使
、
従
世
宗
征
劉
崇
（
北
漢
）
、
力
戦
有
功
、
遷
東
西
班
都
虞
候
、
云
々

と
あ
る
よ
う
に
、
周
太
祖
の
親
将
王
審
埼
が
歴
任
し
て
い
る
内
殿
直
都
知
、
東
西
斑
都
虞
候
に
よ
っ
て
世
宗
の
改
革
以
前
に
も
両
者
は
存

在
し
て
い
た
乙
と
が
知
ら
れ
た
。
ま
た
殿
前
諸
寧
に
つ
い
て
も
、
註
川
刊
の
表
に
あ
る
趨
弘
般
の
「
鉄
騎
（
某
府
）
第
一
都
指
揮
使
」
、
趨

見
の
「
控
鶴
左
廊
第
一
軍
都
指
揮
使
」
、
前
記
し
た
王
審
靖
の
「
鉄
騎
指
揮
使
」
等
に
よ
り
、
先
述
し
た
侍
衛
司
の
龍
捷
等
の
統
轄
構
造

と
同
じ
く
、
鉄
騎
の
そ
れ
が
、
府

l
軍
l
指
揮
と
い
う
指
揮
体
系
を
持
っ
て
い
る
乙
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
宋
代
の
殿
前
司
は
、
枢
密
院
の
権
限
に
属
し
兵
卒
の
訓
練
、
遷
補
‘
賞
罰
等
を
掌
り
、

そ
の
事
務
処
理
機
関
と
し
て
、
殿
前
都

指
揮
伎
を
長
官
と
す
る
殿
前
都
指
揮
使
司
と
、

乙
れ
に
属
し
そ
の
長
官
に
同
都
虞
候
を
戴
き
独
立
し
た
同
都
虞
候
使
司
と
が
あ
り
、
当
該

司
の
事
務
を
管
掌
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
寄
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
聖
戦
に
お
け
る
四
千
人
以
上
の
兵
員
数
北
宋
太
祖
、
殿
前
都
指
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揮
使
張
永
徳
、
同
都
虞
候
韓
令
姉
等
に
よ
る
三
万
有
余
を
も
っ
北
漢
軍
の
撃
退
、
更
に
先
に
確
認
さ
れ
た
殿
前
諸
班
、
諸
箪
の
統
轄
機
構
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の
存
在
は
、
位
宗
の
治
世
以
前
に
お
い
て
も
、
殿
前
司
が
、
皇
帝
や
将
領
の
私
的
侍
従
兵
な
る
性
格
を
清
算
し
て
、
宋
代
の
殿
前
司
と
同

質
に
機
能
す
る
事
務
機
闘
を
も
っ
軍
隊
機
構
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
殿
前
司
の
発
揮
す
る
こ
の
よ
う
な
軍
事
機
能
の
故

に
こ
そ
、

そ
の
総
帥
殿
前
都
指
揮
使
李
重
進
は
、
周
太
祖
の
死
去
に
伴
い
私
利
を
求
め
て
奔
走
す
る
禁
軍
兵
士
を
静
め
る
べ
く
、
周
祖
の

と
称
賛
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
業
績
の
基
幹
と
な
っ
た
の
は
、
本
章
で
詳
述
さ
れ
た
禁
軍
で
あ
り
、

そ
し
て
ま
た
そ
の
禁
軍
は
、
越
宋
に

養
子
世
宗
と
「
君
臣
の
分
」
を
設
定
さ
れ
、
世
宗
の
皇
帝
即
位
を
嘱
ぢ
れ
た
の
で
あ
る
（
通
鑑
巻
二
九
一
）
。

筆
者
は
、
世
宗
の
殿
前
軍
改
革
を
意
図
し
な
が
ら
、
殿
前
軍
が
禁
軍
と
し
て
既
に
太
祖
郭
威
の
治
世
に
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
証

す
る
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
殿
前
軍
は
、
世
宗
の
改
革
に
よ
っ
て
さ
ら
に
拡
大
強
化
さ
れ
た
軍
隊
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
明
白
で
あ
る
の
で
、

そ
の
改
革
に
関
し
て
は
省
略
す
る
。
周
世
宗
は
、
後
世
の
史
家
に
よ
っ
て
五
代
に
お
け
る
最
大
の
名
君
で
あ
る

よ
っ
て
周
朝
を
覆
顧
す
る
に
使
わ
れ
た
軍
隊
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

棟
橋
の
変
に
お
け
忍
周
朝
纂
奪
軍
の
構
成

乙
の
節
で
筆
者
は
、
前
節
で
考
察
し
た
後
周
禁
軍
に
擁
立
さ
れ
た
宋
太
祖
趨
匡
胤
が
、

そ
の
曙
下
に
如
何
な
る
性
格
の
禁
一
軍
を
収
め
て

い
た
か
を
検
討
し
て
、

そ
の
後
に
お
け
る
超
宋
の
禁
軍
対
策
に
対
す
る
論
述
の
手
が
か
り
に
す
る
。

趨
匡
胤
の
占
め
る
殿
前
都
点
検
と
い
う
地
位
は
、
殿
前
軍
を
指
揮
統
轄
し
そ
の
軍
政
、
軍
事
務
を
管
掌
す
る
最
高
指
揮
官
で
あ
り
、
就

中
、
殿
前
諸
斑
を
将
い
る
天
子
題
従
部
隊
の
隊
員
と
し
て
天
子
に
直
結
す
る
責
務
の
た
め
、
皇
帝
と
枢
密
院
の
支
配
下
に
あ
り
な
が
ら
、

侍
衛
軍
を
含
む
禁
軍
全
体
を
そ
の
職
権
下
に
服
属
さ
せ
、

そ
し
て
出
陣
の
際
に
は
、
兵
卒
の
多
寡
、
親
疎
の
別
に
よ
る
将
校
の
人
事
、
将

兵
へ
の
恩
賞
、
戦
陣
に
お
け
る
作
戦
等
の
決
定
を
自
由
に
裁
量
で
き
る
強
権
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
世
宗
の
殻
後



に
恭
帝
が
即
位
す
る
と
即
座
に
、
越
宋
は
、
周
朝
の
纂
奪
を
謀
り
始
め
た
。
ま
ず
侍
衛
軍
都
指
揮
使
李
重
進
を
、
世
宗
の
新
た
に
平
定
し

た
揚
州
に
遠
ざ
け
た
。
彼
は
、
周
太
祖
の
甥
で
、
世
宗
の
即
位
が
彼
の
統
べ
る
殿
前
軍
の
擁
護
に
よ
っ
て
初
め
て
実
現
し
た
よ
う
に
、
極
め

て
す
向
い
軍
統
率
能
力
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
、
世
宗
の
治
世
中
侍
衛
軍
総
帥
と
し
て
全
国
を
転
戦
し
た
が
、

そ
の
た
め
当
該
軍
の
諸
武
将

に
そ
の
統
轄
機
構
を
通
じ
て
国
い
人
格
的
紐
帯
を
築
い
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
太
祖
郭
威
の
股
肱
韓
令
坤
は
、
世
宗
の
侍
衛

軍
改
革
で
、

そ
の
帝
権
へ
の
隷
属
を
確
保
す
べ
く
殿
前
都
虞
候
か
ら
龍
捷
左
周
の
副
帥
・
主
帥
に
起
用
さ
れ
、

そ
し
て
恭
帝
の
即
位
し
た

時
に
は
、
侍
衛
馬
歩
軍
都
虞
侯
と
し
て
周
朝
禁
軍
の
枢
要
な
地
位
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
趨
宋
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
に
は
、
彼
は
こ
の
時

北宋政権樹立考
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目、

そ
の
年
の
一
ニ
月
に
世
宗
に
従
い
北
辺
の
戦
陣
に
臨
ん
で
以
来
、
当
地
に
残
留
し
て
い
た
。
ま
た
、
侍
衛
軍
の
約
四
分
の
一
を
掌
握

指
揮
す
る
虎
捷
右
闘
の
主
帥
陸
万
有
は
、
恭
帝
即
位
後
、
安
州
防
御
使
に
出
さ
れ
た
。
彼
は
、
周
祖
郭
威
の
起
兵
に
預
っ
た
功
を
以
っ
て

散
口
貝
都
指
揮
使
の
重
職
を
占
め
、

そ
の
後
、
殿
前
・
侍
衛
両
司
の
要
職
を
歴
任
し
て
お
り
、
反
越
宋
分
子
と
し
て
目
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
ま
た
一
方
で
は
、
超
宋
は
地
方
に
駐
留
し
て
い
た
越
匡
胤
の
親
将
を
中
央
に
召
還
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
太
祖
不
軌
実
現
の
た

め
、
陳
橋
か
ら
本
隊
と
は
一
足
さ
き
に
帰
還
し
周
朝
執
政
の
帰
趨
を
決
定
さ
せ
た
潜
美
は
、
恭
帝
即
位
の
前
に
は
、
西
事
経
度
の
た
め
永

興
軍
｜
現
在
の
西
安
市
に
そ
の
屯
兵
を
護
っ
て
い
た
武
将
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
、
か
ね
て
か
ら
趨
匡
胤
推
裁
を
準
備
し
機
熟
す
る
の

を
焦
慮
し
て
い
た
越
宋
は
、
或
は
国
家
の
非
常
事
態
を
ひ
き
お
乙
し
民
心
の
統
一
と
禁
軍
指
揮
の
超
匡
胤
下
へ
の
集
結
を
謀
る
た
め
、
或

は
そ
れ
に
預
る
将
兵
に
与
え
る
思
賞
の
確
保
の
た
め
に
も
、
契
丹
の
人
冠
と
い
う
虚
報
を
作
為
し
た
。
ま
ず
政
権
交
替
に
際
し
禁
軍
将
兵

聞
の
利
害
衝
突
を
避
け
る
べ
く
顕
徳
七
（
九
六

O
）
年
｜
建
隆
元
年
正
月
壬
寅
l
三
日
に
、
周
朝
の
寵
臣
、
殿
前
副
都
点
検
・
慕
容

延
剣
に
若
干
の
兵
士
を
率
い
出
陣
さ
せ
た
。

そ
し
て
そ
の
翌
日
発
卯
に
、
彼
等
裳
奪
者
達
は
、
本
隊
宇
佐
率
い
て
出
発
し
た
が
、
早
く
も
そ
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の
夕
刻
に
は
京
師
近
郊
の
陳
橋
駅
に
留
ま
り
、
太
祖
推
戴
の
策
謀
、

こ
れ
を
、
所

即
ち
兵
士
の
煽
動
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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謂
「
陳
橋
の
変
」
と
い
う
。

表祖太班

そ
の
中
心
的
な
人
物
は

新
政
権
下
で
枢
密
承
同
日
、

枢
密
副
使
と
な
る
都
押
街
李
処
転
、

後
周
纂
奪
軍
を
構
成
す
忍
主
な
武
将
と
そ
の
職
掌

近畑山山の

人
越太潜李

処
転

玉
彦
昇

馬
仁
璃

李
漢
超 立主

日
己コ
刀丈美

名

陳
橋
の
変
の
際

の
職
掌

宋
州
節
度

掌
書
記

内
殿
抵
候

供
奉
官
都
知

客
省
使

都
押
街

散
員
都
指
揮
使

内
股
直

都
虞
候

殿
前
諸
班
の
都

虞
候

建

隆

元

年

同

二

年

の

職

掌

②
枢
密
直
学
士

枢
密
副
使

殿
前
都
虞
候

開
封
芦

。
客
省
使

。
宣
徽
北
院
使

θ
客
省
使
兼
枢
密
承
旨

知
楊
州

鉄
騎
左
相
都
指
揮
使

唐
州
回
線
使
（
唐
州
の
長
官
）

θ
虎
一
捷
左
廊
都
指
揮
使

龍散
捷員
左都
府指
都揮
指ノ使

揮
使鉄
騎
右
府
都
指
使

散
指
揮
都
指
揮
使
一
句
控
鶴
左
廟
都
指
揮
使

斎
州
防
禦
使
兼
関
南
兵
馬
都
監

同
じ
く
枢
密
副

宋
史
巻
二
五
十

宋
史
巻
二
七

i註宋
帥史
巻

七 典
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使
、
正
使
、
宰
相
を
歴
任
し
て
北
宋
随
一
の
権
臣
と
な
っ
た
趨
普
、

そ
し
て
第
二
代
皇
帝
太
宗
等
で
あ
っ
た
（
宋
史
李
処
転
伝
）
。
主
な

謀
叛
者
と
そ
の
職
掌
及
び
彼
等
の
宋
建
国
後
に
お
け
る
二
年
間
の
職
掌
を
表
ー
に
一
示
し
、
趨
匡
胤
指
揮
下
の
禁
軍
の
構
成
を
明
ら
か
に
し

て
み
よ
う
。

ま
ず
、
太
宗
は
宮
中
に
砥
侯
す
る
近
侍
官
で
あ
る
。
王
彦
昇
は
、
京
師
に
帰
還
し
た
直
後
、
太
祖
受
禅
に
対
し
帰
趨
に
迷
っ
た
侍
衛
馬

歩
中
平
副
都
指
揮
使
・
韓
通
を
殺
害
し
た
武
将
で
、
殿
前
散
員
隊
を
帥
い
て
い
た
。
馬
仁
璃
、
羅
彦
壊
、
張
廷
翰
は
、
各
々
内
殿
直
、
散
指

「
宋
初
」
の
建
隆
元

揮
、
散
都
頭
の
一
斑
の
主
帥
と
し
て
、

そ
の
班
の
兵
士
を
指
揮
し
て
い
た
。
そ
し
て
表
で
は
、
窪
彦
進
が
東
西
班
の
主
帥
都
指
揮
使
と
し

て
、
太
祖
を
推
戴
し
た
武
将
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
宋
史
巻
二
五
九
の
佳
彦
進
伝
に
は
、

顕
徳
初
、
為
控
鶴
指
揮
使
、
従
征
准
南
、
以
功
選
散
員
都
虞
候
、
従
平
瓦
橋
関
、
改
東
西
班
（
都
）
指
揮
使
領
昭
州
刺
史
、
宋
初
、

改
控
鶴
右
府
（
都
）
指
揮
使
領
果
州
回
線
使
、
征
李
箔
為
先
鋒
部
署
、
以
功
遷
常
州
防
禦
使
、
従
平
李
重
進
、
改
虎
捷
右
閥
、
建
隆
二

年
、
遷
侍
衛
歩
軍
都
指
揮
使
領
武
信
軍
節
度
（
使
）
、
云
々

と
あ
る
如
く
、
握
彦
進
が
太
祖
推
戴
に
預
っ
た
と
い
う
記
載
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
彼
を
あ
え
て
そ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
も
の

と
し
た
。
そ
れ
は
「
宋
初
」
の
限
定
し
て
い
る
時
聞
に
よ
る
。
「
宋
初
」
な
る
語
は
、
漠
然
と
所
謂
宋
の
初
期
を
意
味
す
る
が
、
本
小
論
に

引
用
す
る
「
宋
史
」
記
載
に
関
す
る
限
り
、
太
祖
の
即
位
し
た
建
隆
元
（
九
六

O
）
年
で
あ
る
。
例
え
ば
、

宋
初
、
権
内
外
馬
歩
軍
副
都
軍
頭
、
建
陸
二
年
、

「
楊
信
、
中
略
、
（
周
）
顕
徳

額
賀
州
刺
史
」
（
宋
史
巻
）
と
あ
り
、
「
宋

ゴ
一
六

O
、

初
」
は
建
隆
二
年
を
含
ま
ず
、
全
く
別
に
限
定
さ
れ
た
時
間
帯
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
北
宋
太
祖
の
即
位
し
た
建
隆
元
年
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
こ
の
こ
と
が
、
昼
彦
進
伝
に
伝
え
ら
れ
る
彼
の
武
職
と
位
階
に
、
「
宋
初
」
の
前
後
で
は
極
め
て
短
時
間
で

（

叩

）

あ
り
な
が
ら
質
的
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
即
ち
、
東
西
班
都
指
揮
使
領
昭
州
刺
史
を
以
て
任
命
し
、

隷
太
祖
（
趨
匡
胤
）
躍
下
為
稗
校
、

中、



年
に
李
掲
、
李
重
進
を
討
伐
し
た
功
績
に
よ
り
、

そ
の
翌
年
の
建
隆
二
年
に
は
侍
衛
歩
軍
司
の
長
官
、
侍
街
中
川
J

軍
部
指
揮
使
（
領
武
信
軍

節
度
使
）
に
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
殿
前
諸
軍
も
、

（

日

）

軍
は
、
控
鶴
某
府
某
軍
の
主
帥
韓
令
費
等
に
よ
っ
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
表
に
記
さ
な
か
っ
た
殿
前
散
抵
侯
を
初
め
と

騎
軍
の
鉄
騎
右
両
主
帥
の
劉
廷
譲
、

同
左
府
第
一
軍
の
主
帥
馬
全
義
、

歩

す
る
諸
班
、
諸
軍
は
、
或
は
黄
河
を
渡
っ
て
い
た
殿
前
副
都
点
検
慕
容
延
創
の
下
に
在
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
本
節
の
論
述
を
要
約
す
る
と
、
史
料
に
徴
さ
れ
る
範
囲
で
は
趨
匡
胤
一
階
下
の
軍
勢
は
、
殿
前
軍
の
大
半
日

rdり
、
侍
衛
軍
は
全
然

含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
侍
衛
軍
は
、
揚
州
の
侍
衛
馬
歩
軍
部
指
揮
使
李
重
進
の
帳
下
に
在
っ
た
の
で

北宋政権樹立考

あ
ろ
う
か
。

こ
の
侍
衛
軍
の
動
向
は
、
新
政
権
の
死
命
を
制
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

越
宋
政
権
の
禁
軍
改
革

陳
橋
に
お
い
て
、
太
祖
越
匡
胤
が
大
半
の
殿
前
軍
兵
士
を
掌
握
指
揮
し
て
い
た
と
は
言
え
、

そ
れ
は
前
朝
皇
帝
の
宿
衛
一
席
従
部
隊
を
中

核
と
す
る
軍
隊
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
世
宗
の
治
世
中
太
祖
郭
威
の
股
肱
に
統
率
さ
れ
て
い
た
侍
衛
軍
は
、
趨
匡
胤
の
直
接
関
与
で
き
な
い

軍
組
織
で
あ
り
、

そ
の
総
帥
李
重
進
は
、

い
ち
は
や
く
揚
州
で
越
宋
政
権
の
創
業
に
叛
旗
を
翻
し
た
。
新
政
権
に
と
っ
て
、

ζ

の
よ
’
つ
に

複
数
化
し
た
指
揮
権
下
に
在
る
後
周
禁
軍
に
如
何
に
し
て
宋
帝
権
の
貫
徹
し
た
禁
軍
に
一
再
統
合
す
る
か
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
た
。
そ
の

解
決
策
の
第
一
段
階
を
画
す
る
も
の
が
、
新
皇
帝
の
生
命
の
安
全
を
図
る
宿
衛
部
隊
の
新
設
で
あ
る
。

そ
れ
に
次
ぐ
の
が
、
侍
衛
軍
の
改

編
で
あ
っ
た
。

乙
の
改
編
に
、
前
節
で
考
察
し
た
太
祖
推
戴
の
諸
将
が
決
定
的
な
貢
献
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

付
、
天
子
宿
衛
部
隊
の
新
設
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宋
史
兵
志
一
建
隆
以
来
之
制

騎
軍
の
条
に
、
殿
前
指
揮
使
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
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殿
前
指
揮
使
、
左
右
班
二
、
宋
初
、
以
旧
府
親
従
帯
甲
之
士
及
諸
班
、
軍
騎
中
、
選
武
芸
絶
倫
者
充
。

乙
乙
に
一
吉
守
円
ノ
「
来
初
」
は
、
建
隆
元
年
で
あ
り
、

乙
の
騎
軍
「
殿
前
指
揮
使
」
が
、
皇
帝
の
宿
衛
息
従
部
隊
で
あ
る
。
即
ち
、
太
祖
は
こ

そ
れ
に
太
祖
と
固
く
人
格
的
に
結
合
し
て
い
た
親
従
の
兵
士
と
前
朝
の
殿
前
諸
班
、
諸
軍
の
騎
兵
の
中

れ
を
即
位
と
同
時
に
組
織
し
て
、

か
ら
拍
取
し
た
武
芸
絶
倫
な
る
者
を
以
っ
て
充
て
、

そ
の
帝
権
へ
の
忠
誠
を
絶
対
的
に
確
保
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

一方、

乙
の
殿
前

指
揮
使
の
設
置
は
、
前
朝
の
諸
班
、
諸
軍
の
戦
闘
力
の
低
下
を
も
た
ヨ
り
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

同
じ
く
皇
帝
の
生
命
を
守
る
歩
箪
の
御
龍
直
が
設
置
さ
れ
た
。

乙
れ
は
一
般
に
他
の
諸
直
に
合
わ
せ
て
、
殿
前
諸
直
或
は
単
に
諸
置
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
軍
額
に
つ
い
て
は
、
宋
史
巻
一
六
八
職
官
志
殿
前
司
歩
軍
の
条
に
、

歩
軍
有
御
龍
直
、
骨
架
子
直
、
弓
箭
直
、
毎
直
及
天
武
以
下
諸
軍
指
揮
。

と
あ
り
、
御
龍
直
以
下
の
四
直
及
び
天
武
以
下
の
諸
軍
指
揮
で
あ
り
、
続
い
て
本
条
に
、
諸
直
の
指
揮
官
と
し
て
、

乙
れ
ら
四
直
を
一
括

し
て
統
べ
る
四
直
都
虞
候
及
び
そ
の
隷
属
下
の
各
直
に
あ
る
都
虞
候
以
下
の
武
職
の
序
列
を
伝
え
て
い
る
。

乙
の
宋
史
職
官
志
に
挙
げ
る

歩
軍
一
の
御
龍
諸
直
と
そ
の
指
揮
官
は
、

こ
れ
ら
の
諸
直
が
、
前
朝
か
ら
の
蔚
軍
で
あ
る
殿
前
諸
班
と
は
別
の
成
立
過
程
を
持
ち
、
ま
た
そ

の
設
置
も
、
宋
以
後
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
諸
直
の
設
置
時
期
を
考
え
て
み
る
。
前
掲
し
た
宋
史
兵
志
歩
軍
の
条
に
、
御
龍
直
の
構
成
及
び
改
称
を
記
し
て
、

御
龍
直
、
左
右
二
、

旧
号
旗
御
直
、
太
平
興
国
二
年
、
改
為
鎮
御
龍
直
、
後
改
今
名
。

と
あ
り
、

ζ

の
改
称
の
う
ち
、
太
宗
太
平
興
国
ニ
（
九
七
七
）
年
の
場
合
は
、
同
書
同
志
に
宋
代
兵
政
一
般
を
概
観
し
た
条
に
よ
る
と
、

と
あ
り
、
同
じ
宋
史
兵
志
の
中
で
も
、

そ
の
表
現
に
は
、
記
載
の
個
所
に
よ
り
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
、
御
龍
直
に
対
す
る
太

太
平
興
国
二
年
詔
、
改
族
御
馬
直
日
鎮
御
龍
直
。



平
興
国
二
年
以
前
の
呼
称
に
関
し
て
で
あ
る
。

即
ち
、
そ
れ
を
、
前
者
は
箭
御
直
と
し
、
後
者
は
鎮
御
馬
直
と
す
る
。
後
者
の
文
字
「
馬
」

に
従
う
と
、
歩
軍
の
御
龍
直
は
騎
軍
務
」
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
太
祖
の
旧
府
に
属
し
太
祖
と
強
固
に
人
情
的
に
結
び
つ
き
推

戴
の
功
を
以
て
御
馬
（
直
の
闘
か
）
軍
使
に
遷
っ
た
白
重
進
が
、
そ
の
あ
と
控
鶴
指
揮
使
、
天
武
左
府
都
指
揮
使
、
侍
衛
歩
軍
都
虞
候
、

（

日

）

同
歩
軍
都
指
揮
使
等
と
、
何
れ
も
殿
前
司
、
侍
衛
司
の
中
で
歩
軍
を
統
率
す
る
枢
要
な
地
位
を
歴
任
し
て
い
る
事
実
は
、
彼
の
も
つ
優
れ

た
歩
兵
能
力
の
然
ら
し
む
る
所
以
で
あ
り
、
御
馬
（
直
）
軍
伎
は
、
歩
軍
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
た
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
従
つ

て
、
筆
者
も
宋
史
兵
志
の
二
個
所
に
わ
た
る
太
宗
太
平
興
国
以
後
の
記
載
が
、
御
龍
直
を
鎮
御
龍
直
と
し
、

そ
れ
を
前
掲
の
宋
史
職
官
志

北宋政権樹立考

も
歩
軍
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、

そ
れ
に
対
す
る
太
平
興
国
二
年
以
前
の
呼
称
如
何
を
問
わ
ず
、

「
族
御
馬
直
」
を
歩
軍
の

御
龍
直
と
す
る
。
さ
て
、

こ
の
御
龍
直
の
設
置
は
、
右
記
し
た
国
重
進
の
列
伝

i
宋
史
巻
二
六

O

に
「
隷
太
祖
曙
下
。
従
杭
契
丹
至
陳

橋
、
選
遷
御
馬
（
直
）
軍
使
、
」
と
あ
る
記
事
に
よ
っ
て
、
太
祖
即
位
の
直
後
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
御
龍
直
は
、
皇
帝
の

（
日
山
）

護
衛
を
そ
の
専
務
と
す
る
た
め
、
武
芸
絶
優
な
る
こ
と
他
の
追
随
を
許
さ
ず
、
ま
た
殿
前
諸
班
よ
り
も
特
に
優
給
さ
れ
て
い
た
。

初
上
択
偽
置
親
兵
習
弓
馬
者
百
余
輩
、
為
川
班
内
殿
直
、
農
賜
優
給
与
御
馬
直
等
。
於
目
疋
郊
礼
畢
行
賞
、
上
以
御
馬
直
属
従
、
特
命

増
給
銭
人
五
千
、
而
川
班
内
殿
直
不
得
如
例
、
乃
相
率
撃
登
聞
鼓
院
陳
乞
、
云
々

即
ち
、
御
馬
直
l
御
龍
直

i
の
給
銭
は
、

そ
の
天
子
息
従
を
理
由
に
、
殿
前
諸
班
の
内
殿
直
兵
士
が
羨
望
す
る
程
の
高
額
で
あ
っ
た
。

そ

し
て
、

こ
の
太
祖
の
言
か
ら
察
す
る
所
、
越
宋
は
、
覇
業
を
遂
げ
る
と
同
時
に
、
前
朝
の
内
殿
直
な
ど
の
殿
前
諸
班
を
天
子
居
従
宿
衛
の

任
務
か
ら
解
き
一
般
禁
一
軍
に
編
入
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
新
政
権
が
そ
の
樹
立
の
直
後
に
、
新
た
に
設
置
し
た
天
子

宿
衛
を
そ
の
責
務
と
す
る
騎
軍
の
殿
前
指
揮
使
、
歩
軍
の

i
御
馬
直
御
龍
直
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
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司
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新
政
府
は
、
殿
前
司
や
前
朝
軍
帥
の
帳
下
に
在
っ
た
侍
街
軍
を
宋
朝
の
そ
れ
に
改
編
す
る
た
め
、
そ
の
一
般
兵
士
の
強
弱
に
よ
る
筒
別

と
補
充
増
額
を
、
李
笥
、
李
重
進
の
平
定
さ
れ
た
翌
年
、
建
隆
二
年
五
月
に
敢
行
し
た
。
長
編
巻
二
同
年
五
月
甲
成
の
条
に
、

令
殿
前
、
侍
衛
司
及
諸
州
長
吏
、
閲
所
部
兵
、
鶴
勇
者
升
其
籍
、
老
弱
怯
儒
者
去
之
、
初
置
剰
員
、
以
処
退
兵
、

と
あ
る
。

こ
の
時
の
具
体
的
措
置
は
、
侍
衛
司
に
つ
い
て
み
る
と
、
次
に
挙
げ
る
宋
史
兵
志
侍
衛
司
の
騎
軍
、
同
じ
く
歩
軍
の
両
条
に
伝

え
る
建
隆
二
年
の
措
置
で
あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
、
即
ち
、
当
時
の
中
核
的
な
騎
軍
「
龍
捷
」
に
つ
い
て
は
、

旧
号
護
聖
、
周
広
順
中
、
改
龍
捷
、
建
隆
二
年
、
去
棟
衰
老
、
以
諸
州
所
募
精
勤
者
補
之
、

龍
衛
、

と
あ
り
、
ま
た
、
歩
軍
の
「
虎
捷
」
に
関
し
て
は
、

（
後
）
晋
日
奉
国
軍
、
周
改
虎
捷
、
建
隆
二
年
、
擦
問
諸
州
所
募
禁
軍
増
補
、
中
略
、

神
街
、

宋
初
、
指
揮
四
十
八
、
云
々

事
力
に
よ
る
新
政
府
は
不
安
定
で
あ
り
、

こ
の
時
ま
で
に

一
般
兵
士
を
強
弱
を
以
て
簡
別
で
き
る
能
力
を
ま
だ
持
た
ず
、

後
述
の
よ
う

と
あ
る
こ
の
二
つ
の
記
載
で
あ
る
。

こ
の
措
置
が
、
建
隆
二
年
五
月
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
決
定
的
な
意
義
が
あ
る
。
即
ち
、
前
朝
の
軍

に
、
侍
衛
司
の
武
将
を
遷
補
し
、
李
筒
及
び
李
重
進
を
潰
滅
さ
せ
た
そ
の
翌
年
に
初
め
て
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
侍
衛

司
の
兵
員
数
が
、
宋
初
の
還
元
年
に
「
虎
捷
」
の
保
持
す
る
四
十
八
指
揮
即
ち
約
二
万
四
千
伊
い
う
員
数
に
よ
り
、
五
万
人
前
後
に

達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
、
国
家
財
政
の
そ
れ
に
対
す
る
負
担
は
実
に
莫
大
で
あ
り
、
更
に
侍
衛
軍
の
越
宋
新
政
府
に
与
え
る

脅
威
に
も
甚
大
な
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、

こ
の
度
の
侍
衛
司
の
改
編
が
、
前
朝
か
ら
侍
衛
軍
兵
士
の
も
つ
徒
党
的
連
帯

感
の
粉
砕
と
宋
朝
に
よ
る
新
た
な
統
率
指
揮
の
確
立
及
び
軍
事
費
の
削
減
と
を
そ
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

乙
の
目
的
は
、
太
祖
の
即
位
と
同
時
に
、
太
祖
推
戴
の
諸
将
の
起
用
を
以
て
推
進
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
表

I
に
列

挙
せ
る
彼
等
の
職
掌
に
よ
っ
て
、
自
ら
明
白
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
太
祖
即
位
の
直
後
、
彼
等
は
宋
代
三
街
の
長
官
で
あ
る
各
都
指



揮
使
の
下
に
隷
す
る
諸
廟
の
主
帥
を
独
占
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
龍
捷
左
府
の
韓
重
費
、
同
右
腐
の
劉
延
譲
、
虎
捷
左
府
の
馬
仁
璃

は
、
何
れ
も
太
祖
推
戴
の
功
将
で
あ
っ
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
彼
等
の
起
用
と
と
も
に
行
な
わ
れ
た
侍
衛
司
騎
軍
の
約
二
分
の

一
を
そ
の
指
揮
下
に
収
め
る
龍
捷
左
脂
都
指
揮
使
の
地
位
に
あ
っ
た
祈
廷
訓
の
追
放
と
彼
等
張
本
人
達
が
李
錫
を
沢
州
に
討
ち
、
ま
た
彼

等
の
後
任
も
李
重
進
を
平
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

る
兵
卒
を
、

趨
宋
新
政
府
が
、

乙
の
一
連
の
宋
朝
に
よ
る
軍
事
行
動
は
、
侍
衛
軍
の
四
分
の
三
を
占
め

既
に
そ
の
創
業
と
同
時
に
掌
握
し
て
い
た
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
ろ

V3〉
即
ち
、
趨
宋
は
五
代
の
各

君
主
擁
立
時
に
お
け
る
如
き
、
兵
卒
の
恩
賞
を
以
て
天
子
推
戴
に
狂
奔
す
る
事
態
を
惹
起
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
恐
ら
く
は
侍
衛
軍
兵
士

北宋政権樹立考

に
多
額
の
俸
銭
を
賦
与
し
て
、
彼
等
の
動
揺
を
抑
制
し
て
お
き
、
そ
し
て
謂
裁
の
諸
将
を
諸
廟
の
主
帥
に
起
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

乙

の

彼
等
の
起
用
と
そ
の
後
に
彼
等
の
果
た
し
た
職
責
は
、
新
政
府
に
甚
大
に
製
肘
を
加
え
る
危
倶
を
持
っ
て
い
た
前
朝
軍
帥
の
保
有
す
る
一

彼
等
の
握
兵
権
を
麻
揮
さ
せ
る
と
い
う
重
大
な
使
命
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

般
兵
士
へ
の
指
揮
能
力
を
遮
断
し
て
、

特
に
、
雀
彦

進
、
劉
延
譲
、
韓
重
賛
の
昇
格
は
、
驚
異
的
で
あ
り
、
建
隆
二
年
七
月
に
は
、
阜
く
も
、
各
々
北
宋
三
街
の
長
官
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ

る
（
献
珂
）
。
次
に
、
対
殿
前
司
政
策
に
つ
い
て
は
、
前
掲
し
た
長
編
記
載
の
建
隆
二
年
五
月
の
記
事
以
外
に
、
政
策
を
よ
り
具
体
的
に

示
す
も
の
は
史
料
的
に
確
認
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
殿
前
司
の
場
合
で
も
、
そ
の
左
右
腐
の
諸
主
師
は
謀
叛
に
与
し
た
武
将
に
占
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
ず
、
騎
軍
の
鉄
騎
左
廟
主
帥
の
王
彦
昇
は
、
建
隆
元
年
四
月
、
唐
州
回
線
使
に
藩
さ
れ
た
（
横
幅
）
。
同
右
腐
の
主
帥
は
、

李
錆
平
定
の
前
に
、
前
記
の
馬
仁
璃
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
当
闘
の
兵
卒
は
、
前
述
の
劉
延
譲
が
そ
の
主
帥
を
以
て
推
戴
し
て

お
り
、
趨
宋
の
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
控
鶴
左
腐
の
主
帥
に
は
、
順
次
、
緩
彦
壊
、
馬
全
義
、
李
漢
超
、
張
廷

翰
が
任
命
さ
れ
、
李
筋
、
李
重
進
を
討
伐
し
て
お
り
、
羅
彦
壌
は
、
李
笥
平
定
直
後
、
趨
彦
徴
に
代
り
侍
衛
歩
軍
都
指
揮
使
に
起
用
さ
れ

59 

た
。
次
に
、
同
右
腐
に
は
、
前
述
し
た
雀
彦
進
が
そ
の
主
帥
に
抜
擢
さ
れ
、
彼
は
同
じ
く
李
錆
、
李
重
進
の
二
大
反
趨
宋
軍
事
勢
力
の
鎮
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日

北
宋
三
街
の

定
に
従
軍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

塁宋代
の
禁
軍
機

構
は
、
唐
末
以
来

の
中
原
王
朝
が
主

に
軍
事
力
に
よ
っ

て
興
亡
し
た
そ
の

遺
産
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
三
街

も
、
後
周
と
の
政

権
交
替
を
以
て
成

立
し
た
。
侍
衛
司

が
、
枢
密
院
に
属

し
、
馬
軍
司
、
歩
軍

司
に
分
割
さ
れ
、

殿
前
司
と
と
も

表

E

侍街、殿前両司の長官任免表

草草
殿 前 司 侍 得？ 司

都 都 副 都 歩 馬 同 同 d歩高 総
示す 人名欄

都
軍 軍 軍

。の
虞 点

都 都 都 副 都 帥

言本、 L「｜ － 揮 点 指
虞
都指 指

揮 揮
候 揮使

揮
名

高2｛民 使
検 検 使 使 使

警警 王 石 慕 太 張 高 韓 韓 李
周

たの 審 守 4延H剣ゴ9・ 令 懐 令 重
年櫨末顕六

藷氏廃止 埼 信 祖 鐸 徳 坤 通 進

話幸皇命さy太 一王
一 一

高 慕 趨 張 張 石 韓
正宋

lと 審 懐 d廿延剣~ 彦 光 令 守 令
月建降

あ
徳 徴 翰 鐸 信 坤 コロるれ宗 E奇 年

表をかな 一宗一一一一 ※ 韓※ 同年借用たつ 太 王 高 慕 羅 張 石 韓

し乙 審 J懐 n廿延剣~ 彦 霊 令 守 令 秋
たもをと 宗 靖 徳 穣 費 鐸 ｛言 坤 七月

ので示す一系一一 》長 ~ 同
あ。太王 高 羅 韓 張 石
る尚 審

懐 彦 重 令 守 年

首宗晴 穂、 穣 費 鐸 信 月

詠t 》長 同
張韓 雀 護リ 年

重 彦 延 秋

話護費
七

進 譲 月



に
、
都
指
揮
使
を
各
々
そ
の
長
官
と
し
て
軍
事
務
を
処
理
す
る
独
立
し
た
機
関
を
持
つ
に
至
っ
た
の
は
前
朝
の
諸
軍
帥
と
趨
宋
と
が
執
行

し
た
握
兵
権
の
濃
淡
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
乙
の
動
き
を
表

E
を
基
に
し
て
述
べ
て
お
く
。

前
項
で
、

建
隆
元
年
に
殿
前
、

陳
橋
で
趨
匡
胤
を
推
戴
し
た
諸
将
に
独
占
さ
れ
て
い
る
乙
と
を
指
摘
し
た

侍
衛
司
の
諸
府
主
帥
が
‘

が
、
乙
の
事
実
が
、

前
朝
軍
帥
が
握
兵
の
職
務
か
ら
放
逐
さ
れ
そ
し
て
侍
衛
司
が
両
司
に
分
離
さ
れ
た
支
配
的
な
要
因
で
あ
っ

就－－、

た
。
即
ち
前
述
の
通
り
‘

李
錫
討
伐
後
、

韓
重
賛
と
羅
彦
壌
が
、
各
々
、
両
司
の
長
官
1

都
指
揮
使
ー
に
起
用
さ
れ
た
が
、

こ
の
起
用

北宋政権樹立考

が
、
侍
衛
司
に
お
け
る
前
朝
の
諸
一
帥
、
韓
令
均
、
石
守
信
、
張
令
鐸
の
握
兵
権
を
決
定
的
に
形
暖
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
次
に
殿
前
司

に
つ
い
て
み
る
と
、
趨
匡
胤
の
即
位
に
よ
り
、
殿
前
都
点
検
鳴
間
副
都
点
検
は
‘
各
々
、
慕
容
延
剣
、
高
懐
徳
が
昇
格
さ
れ
た
が
、
彼
等

は
契
丹
侵
冠
の
報
の
下
に
北
辺
の
地
に
駐
屯
し
て
お
り
、
ま
た
二
人
の
指
揮
す
る
殿
前
司
の
兵
士
も
、
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
極
め

て
少
な
く
、
更
に
諸
廟
の
主
帥
も
太
根
推
戴
の
諸
将
に
掌
握
さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
等
二
人
の
趨
宋
に
与
え
る
脅
威
は
微
々
た
る
も
の
で

し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
殿
前
都
指
揮
使
は
、
太
祖
即
位
の
直
後
、
前
朝
軍
帥
王
審
埼
が
任
命
さ
れ
た
が
、
太
祖
推
戴
の
諸
将
や

新
設
の
殿
前
指
揮
使
、
御
龍
直
が
前
朝
の
軍
帥
に
配
属
さ
れ
る
ζ
と
は
ま
ず
考
え
ら
ず
、
王
審
一
埼
の
援
－
兵
権
も
、
ほ
ぼ
有
名
無
実
な
も
の

と
佑
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
最
後
に
問
題
と
な
る
の
が
、
太
祖
の
即
位
と
と
も
に
、
殿
前
都
虞
候
と
な
っ
た
太
宗
で
あ
る
。
彼
は
、
宋

朝
歴
代
の
皇
帝
中
島
そ
の
明
断
な
頭
脳
と
彼
の
実
施
し
奏
功
し
た
と
言
わ
れ
る
中
央
集
権
化
政
策
と
に
よ
り
、
最
も
称
賛
さ
れ
て
い
る
皇

帝
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
、
侍
街
、
殿
前
司
の
総
領
即
ち
前
朝
の
諸
箪
帥
と
そ
の
援
兵
権
下
に
あ
る
筈
の
諸
将
と
の
人
的
経
帯
関
係
の
喪

失
を
考
え
る
と
、
太
宗
乙
そ
が
、
実
兄
太
祖
の
擁
護
下
に
在
る
と
は
い
え
、
機
構
上
の
枠
を
超
え
て
両
司
の
禁
軍
を
指
揮
統
御
し
て
い
た

こ
と
が
自
ら
明
ら
か
と
な
る
。
太
宗
は
、
兵
卒
の
中
で
成
長
し
、
武
技
を
生
き
る
糧
を
得
る
唯
一
の
手
段
と
す
る
武
将
と
し
て
、
宣
祖
趨

61 

弘
股
（
註

ω参
照
）
、
太
祖
趨
匡
胤
及
び
周
世
宗
に
従
い
全
国
を
転
戦
し
て
お
り
、
北
宋
樹
立
の
時
に
は
満
二
十
才
に
な
っ
て
い
た
。
そ



も＞2:

し
て
そ
の
問
、
多
岐
に
わ
た
る
禁
軍
の
様
態
を
悉
く
観
察
し
、
或
は
自
ら
も
戦
陣
を
経
験
し
踊
兵
統
御
の
能
力
を
修
得
し
た
も
の
と
考
え

（

幻

）

ら
れ
る
。
次
に
、
後
周
政
権
算
奪
の
中
心
的
な
立
役
者
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
趨
普
は
、
建
隆
元
年
八
月
沢
州
に
趨
宋
の
覇
業
に
反
対
し

て
挙
兵
し
た
李
笥
を
平
定
し
た
直
後
に
、
枢
密
副
使
に
就
任
し
た
。

こ
の
就
任
は
、
李
錫
平
定
の
功
を
以
て
侍
衛
馬
、
歩
軍
都
指
揮
使

に
韓
霊
賛
、
羅
彦
壌
が
、
各
々
抜
擢
さ
れ
た
時
と
大
略
符
合
す
る
。

そ
し
て
、
宋
代
三
街
の
握
兵
権
は
枢
密
院
の
軍
令
下
に
属
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
枢
密
副
使
越
普
が
、
大
祖
及
び
握
兵
権
を
司
る
前
述
の
太
宗
と
と
も
、
前
述
の
侍
衛
、
殿
前
両
司
の
改
編
等
を
立
案
指
令

し
た
こ
と
は
、
当
然
予
想
さ
れ
、

そ
し
て
そ
の
実
現
を
待
っ
て
更
に
、
冷
然
と
「
杯
酒
釈
兵
権
」
を
敢
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、

既
に
述
べ
た
と
お
り
建
隆
二
年
七
月
、
本
項
で
述
べ
て
き
た
周
朝
の
諸
軍
帥
を
酒
宴
の
席
上
で
禁
寧
の
総
帥
か
ら
追
放
し
た
事
件
で
あ
る

の
開
封
弔
ア
に
就
任
し
、
殿
前
司
、
侍
街
馬
軍
司
、
同
歩
軍
司
の
長
官
に
は
、
悉
く
趨
匡
胤
推
戴
の
諸
将
が
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ

が
、
周
恭
帝
の
即
位
以
来
推
進
さ
れ
て
い
た
後
周
纂
奪
の
完
了
を
画
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
か
く
て
、

乙
の
直
後
、
太
宗
は
宋
朝
初
代

ら
の
一
連
の
軍
帥
の
追
放
と
任
命
が
、
所
謂
、
北
宋
三
街
の
成
立
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
新
政
権
の
下
で
、

そ
の
握
兵
権
を
執
行
す
る
将
帥
｜
一
二
街
の
長
官
｜
の
性
格
は
、
前
朝
ま
で
の
そ
れ
と
は
、
異
質
な
も
の

に
な
っ
て
い
た
。
即
ち
、
禁
軍
将
帥
は
、
私
兵
の
蓄
養
と
彼
等
の
護
衛
の
呆
持
を
禁
止
さ
れ
こ
こ
と
（
長
編
巻
七
太
祖
乾
徳
四
（
九
六
六
）
年

イ

T

F

九
月
丁
巳
の
条
及
び
同
書
巻
八
同
五
年

呪
紳
）
、
あ
る
地
位
以
上
の
将
校
は
、
彼
等
の
掌
る
卒
伍
数
を
記
し
た
「
挺
」
の
携
帯
を
強
制
さ
れ
た
乙
と
で
あ
る
（
臨
時
M
肱
四
球

ん
と
。
何
れ
の
五
代
王
朝
も
、
菊
地
氏
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
強
豪
藩
鎮
と
し
て
武
力
を
蓄
養
し
地
方
に
註
屯
し
て
い
た
禁
軍
将
帥
に

覆
滅
興
起
さ
れ
た
が
、
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
彼
等
が
禁
軍
の
籍
に
在
る
兵
士
と
人
情
的
或
は
任
侠
的
紐
帯
そ
結
び
、
或
は
私
に
裁
量
で

き
る
財
源
で
私
兵
吾
蓄
養
し
、
禁
軍
内
部
に
朝
廷
の
干
与
で
き
な
い
閉
鎖
的
で
自
律
性
を
持
つ
軍
団
を
築
き
あ
げ
て
お
り
、

そ
れ
を
基
軸

と
し
て
朝
廷
を
凌
駕
で
き
る
軍
勢
を
持
つ
に
至
る
と
、

一
般
兵
士
の
、

よ
り
確
実
な
恩
？
賞
を
与
え
る
将
領
が
現
わ
れ
る
と
即
座
に
主
帥
を
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取
り
替
え
る
性
格
を
利
用
し
て
、
覇
業
を
遂
げ
た
こ
と
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
宋
朝
政
府
は
そ
の
樹
立
直
後
に
お
い
て
、
私
兵
を
蓄
養
す

る
禁
軍
将
帥
を
詠
殺
す
る
だ
け
の
極
め
て
強
力
な
軍
事
力
を
持
つ
に
至
っ
て
い
た
。

そ
の
理
由
は
、
私
兵
を
蓄
養
し
て
い
た
韓
重
費
の
職

歴
（
註

ω参
照
）
を
一
瞥
す
れ
ば
、

自
ら
明
ら
か
と
な
る
。

即
ち
太
祖
を
受
禅
さ
せ
た
時
、
彼
は
私
兵
を
持
つ
だ
け
の
地
位
も
能
力
も

な
い
一
介
の
武
将
、
即
ち
殿
前
諸
軍
の
軍
都
指
揮
使
（
領
慶
州
刺
史
）
で
あ
っ
た
。
超
宋
政
権
の
実
現
は
、

こ
の
よ
う
な
武
将
の
持
つ
指

揮
の
統
合
で
あ
り
、

乙
れ
が
後
周
ま
で
の
天
子
推
戴
と
は
本
質
的
に
相
違
す
る
方
途
で
あ
っ
た
。
趨
宋
は
、
唐
末
五
代
に
展
開
さ
れ
た
政

権
交
替
と
い
う
歴
史
現
象
に
学
び
、
禁
軍
将
帥
か
ら
物
的
軍
事
手
段
を
剥
奪
し
そ
れ
に
よ
る
彼
等
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
払
拭
し
た
の

北宋政権樹立考

で
あ
る
。
従
っ
て
、
三
街
の
長
官
の
地
位
｜
宮
l
節
度
使
は
、
一
二
街
の
成
立
に
よ
り
、
単
な
る
武
臣
の
高
下
、
俸
銭
の
多
寡
を
示
す
位
階

と
な
り
下
り
、
朝
廷
に
給
さ
れ
る
俸
禄
以
外
に
は
そ
の
生
活
の
糧
を
求
め
得
ら
れ
な
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
あ
弘
｝
乙
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
こ
そ
が
、
趨
匡
胤
、
超
普
、
太
宗
に
策
謀
さ
れ
た
禁
軍
指
揮
権
の
趨
宋
新
政
権
下
へ
の
集
中
、
即
ち
、
禁
軍

に
対
す
る
単
一
で
且
つ
独
裁
的
支
配
者
（
H
H
皇
帝
）
の
創
出
で
あ
り
、
宋
朝
皇
帝
の
独
裁
君
主
た
る
所
以
の
基
礎
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

結

語

五
代
に
お
け
る
随
一
の
名
君
と
言
わ
れ
た
周
世
宗
は
、
着
実
な
禁
軍
改
革
を
以
て
全
国
統
一
の
実
現
を
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
、
彼
の
死

去
は
、
そ
の
政
権
を
趨
宋
に
纂
奪
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
粛
し
た
。
そ
の
軍
事
力
の
要
た
る
べ
き
指
揮
権
が
、
私
的
利
害
を
求
め
て
相
拾

抗
す
る
禁
軍
の
将
帥
た
ち
の
複
合
体
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
外
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

越
宋
政
権
の
創
業
に
は
、
越
宋
自
身
が
周
朝
顛
覆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
集
結
し
た
殿
前
軍
将
兵
の
如
く
、
帝
権
に
対
し
窓
意
的
な
向

63 

背
を
持
つ
禁
軍
集
団
を
粉
砕
し
、
全
て
の
兵
卒
を
皇
帝
の
権
力
と
権
威
の
下
に
統
一
す
る
乙
と
、
換
言
す
れ
ば
、
禁
軍
に
対
す
る
他
の
如
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何
な
る
将
帥
の
私
的
専
横
を
も
排
除
し
、
禁
中
平
に
対
す
る
唯
一
の
絶
対
的
独
裁
者
を
創
出
す
る
こ
と
が
至
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
目
的
完
逐
の
起
爆
剤
と
さ
れ
た
の
が
、

「
陳
橋
の
変
」

で
あ
る
。

そ
れ
に
参
画
し
た
殿
前
軍
将
兵
に
と
っ
て
、

そ
の
主
謀
者
（
太

祖
）
は
、
宋
代
の
士
大
夫
が
天
子
と
か
皇
帝
と
か
表
現
す
る
「
神
聖
な
独
裁
者
」
の
観
念
は
み
じ
ん
も
な
く
、
単
に
、
彼
等
の
物
的
欲
望

を
充
足
さ
せ
る
純
然
た
る
物
的
源
泉
の
対
象
に
す
ぎ
な
か
っ
た
凶
）
し
か
し
、
趨
宋
に
と
っ
て
は
、
そ
の
将
兵
の
執
着
す
る
「
観
念
」
を
巧

み
に
逆
用
し
て
、
前
朝
の
禁
軍
を
彼
等
の
「
主
謀
者
」
に
単
一
に
支
配
さ
れ
る
禁
軍
に
再
編
す
る
と
い
う
自
律
的
、
目
的
的
画
策
を
具
体

的
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
一
連
の
画
策
は
、
周
恭
帝
の
即
位
に
始
ま
り
、

そ
の
二
年
後
の
「
杯
酒
釈
兵
権
」
を
以

て
完
了
し
た
の
で
あ
る
。

ん
」
こ

λJ
で、

こ
の
「
杯
酒
釈
兵
権
」
に
つ
い
て
は
、

「
武
臣
権
力
の
弱
体
化
と
皇
帝
の
こ
の
政
策
（
杯
酒
釈
兵
権
リ
筆
者
）
を
支
持
代

行
し
た
行
政
幹
部
の
強
力
な
存
在
を
予
想
さ
せ
」
、
宋
史
列
伝
に
登
載
さ
れ
る
「
初
期
文
臣
を
基
軸
と
し
て
北
宋
朝
の
『
中
央
集
権
」
的

文
臣
官
僚
制
政
策
は
実
現
さ
れ
恒
）
と
す
る
見
解
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
勿
論
、
本
稿
で
考
察
し
た
「
杯
酒
釈
兵
権
」
の

意
義
及
び
趨
宋
の
政
権
樹
立
に
対
す
る
強
力
な
意
志
を
考
慮
さ
れ
な
い
所
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
周
藤
吉
之
氏
は
、
宋
代
に
お
け
る

宰
相
、
執
政
官
の
分
析
に
よ
っ
て
宋
代
官
僚
制
の
性
格
を
或
程
度
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
と
し
て
、
乙
れ
ら
の
官
僚
の
文
臣
か
武
臣
か
の

区
別
と
彼
等
の
出
身
地
方
と
を
求
め
ら
れ
て
い
配
凶
）
そ
の
研
究
の
中
で
、
北
宋
初
期
に
執
政
官
や
三
司
伎
に
任
命
さ
れ
て
い
る
武
臣
を
多

数
摘
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
北
宋
国
家
機
構
の
基
礎
を
築
き
宋
代
の
名
君
と
評
さ
れ
る
太
宗
は
、
中
書
省
と
等

し
く
、
北
宋
権
力
の
根
幹
で
あ
り
、
国
政
の
二
府
と
並
称
さ
れ
る
枢
密
院
の
長
官
に
、
石
田
…
載
以
外
は
全
て
武
臣
を
任
命
し
て
お
り
、
更

に
そ
の
傑
出
し
た
才
能
と
政
治
力
を
以
て
名
声
を
博
し
て
い
た
文
臣
窟
準
を
差
し
置
き
、
数
才
に
し
て
父
を
喪
い
叔
父
や
貌
仁
浦
l
周
の

権
臣
ー
に
養
育
さ
れ
て
い
た
張
遜
を
知
枢
密
院
事
に
起
用
し
て
い
る
の
で
あ

KM）
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
宋
初
期
の
権
力
者



は
「
武
臣
」
一
を
意
図
的
広
朝
廷
の
権
臣
に
登
用
し
て
い
た
と
し
か
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
特
に
太
宗
は
、
北
宋
中
央
集
権
政
策
を
実

現
し
宋
朝
の
官
僚
支
配
国
家
を
樹
立
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
の
実
施
し
た
政
策
の
具
体
的
な
究
明
に
つ
い
て
は
、
就
中
、

武

臣
」
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
に
侠
っ
と
乙
ろ
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
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（1
）
乙
の
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
諸
稿
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
菊
地
英
夫
氏
「
唐
末
五
代
史
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
」
（
世
界
史
研
究
二
八
、
山

川
出
版
社
v、
同
氏
コ
五
十
一
禁
寧
の
地
方
屯
駐
に
つ
い
て
』
（
東
洋
史
学

F
Z、
羽
生
健
一
氏
「
五
代
の
巡
検
使
に
就
い
て
」
（
東
方
学
二
七
）
、

室
永
芳
三
氏
［
五
代
節
度
使
府
の
糧
料
使
に
つ
い
て
」
（
同
ニ
己
、
同
氏
「
五
代
コ
苛
軍
将
の
名
称
と
性
格
に
つ
い
て
」
（
長
大
史
学
八
）
、
片
山

正
毅
氏
「
宋
代
幕
戦
官
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
東
洋
史
学
二
七
）
。

（2
）
放
逐
さ
れ
た
寧
帥
は
、
第
三
節
三
項
表
瓦
の
建
隆
二
年
三
月
の
段
に
列
挙
し
て
あ
る
石
守
信
、
張
令
鐸
、
高
懐
徳
、
王
審
埼
で
あ
る
＠
乙
の
放
逐

が
・
酒
宴
の
席
上
行
な
わ
れ
た
の
で
も
司
杯
酒
釈
兵
権
』
と
い
う
。

ζ
の
際
の
具
体
的
経
過
は
、
藷
山
中
間
岐
氏
「
論
宋
太
祖
収
兵
権
」
（
燕
京
学
報

三
四
v、
荒
木
敏
一
氏
「
宋
太
祖
酒
癖
考
」
（
史
林
三
八
｜
五
）
等
に
あ
る
。

（3
）
堀
民
［
五
雨
宋
初
に
お
け
る
禁
寧
の
発
展
」
川
東
洋
文
化
一
究
所
紀
要
因
v、
菊
地
局
「
五
代
禁
寧
に
お
け
る
侍
衛
親
軍
司
の
成
立
』
（
史
淵
七

O
可
同
氏
「
五
代
後
周
に
お
け
る
禁
寧
改
革
の
萱
不
世
宗
寧
制
改
革
前
史
l
」
（
東
方
学
二
ハ
可
同
氏
「
後
周
世
宗
の
禁
軍
改
革
と
宋
初
一
一
一

街
の
成
立
」
（
東
洋
史
学
二
二
〉
。
な
お
、
本
稿
は
、
筆
者
の
修
士
論
文
（
昭
和
四
二
年
度
）
の
一
部
を
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
の
除
授
を
、
冊
府
元
亀
巻
－
一
二
八
帝
王
部
明
賞
二
世
宗
顕
徳
元
年
三
月
庚
子
の
条
、
宋
史
列
伝
一

O
慕
容
延
剣
伝
、
同
書
同
巻
韓
令
坤
伝
よ

り
、
表
に
す
る
。
尚
、
本
稿
で
皇
帝
ハ
例
え
ば
屑
祖
）
の
親
将
、
股
肱
と
い
う
の
は
、
前
掲
の
韓
令
坤
伝
に
、
「
令
坤
、
少
隷
周
祖
帳
下
、
（
周
）

広
順
初
。
膝
鉄
騎
、
散
員
都
虞
候
、
控
鶴
右
霜
）
第
一
軍
都
校
領
和
州
刺
史
論
世
宗
即
位
、
授
殿
前
都
虞
候
、
俄
賞
高
平
之
功
、
為
龍
捷
左
府

都
虞
候
領
容
州
団
練
使
、
進
本
賄
都
指
揮
使
領
酒
州
防
御
使
」
と
あ
る
如
く
、
韓
令
坤
は
、
周
祖
郭
威
の
帳
下
に
属
し
彼
と
人
情
的
紐
帯
を
持

ち
、
彼
の
即
位
（
広
順
）
以
後
、
本
文
で
述
べ
る
殿
前
司
、
侍
衛
司
の
要
職
を
占
め
て
い
る
が
、
皇
帝
と
こ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
武
将
を
言

”つ。

〈

4
）
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侍衛司諸腐主帥除授表

虎捷 捷龍 軍額

右 左 右 左 腐

一
越 慕 越 韓 武

容
弘 メH、将

延

見 童日 段 坤 名

鉄騎某事 ｜日

武

軍事霊 職

名

（5
）
冊
府
一
元
亀
巻
一
一
一
八
帝
王
部
明
賞
二
周
太
祖
広
順
二
年
二
月
戊
子
の
条
。
な
お
、
本
文
中
の
宋
史
職
官
志
に
よ
る
と
、
両
軍
額
の
四
腐
を
指
揮
す

る
「
回
廊
都
指
揮
使
」
あ
る
が
、
乙
れ
は
太
宗
朝
以
後
の
も
の
で
あ
る
ハ
続
資
治
通
鑑
長
編

1
以
下
長
編
と
略
す
l
巻
二
九
太
宗
端
扶
元
年
冬
十

月
甲
子
の
条
）
。

（6
）
註
同
堀
氏
論
文
一
一
五
頁
。
菊
地
氏
「
後
周
世
宗
の
禁
軍
改
革
と
宋
初
三
街
の
成
立
」
の
四
五
頁
。
な
お
、
本
文
に
引
用
し
た
五
代
会
要
の
記
事

と
同
じ
内
容
を
伝
え
る
史
料

κ、
冊
府
元
亀
巻
一
一
一
四
帝
王
部
修
武
備
周
世
宗
顕
徳
元
年
十
月
の
条
及
び
旧
五
代
史
一
一
四
周
世
宗
顕
徳
元
年
十

月
己
未
の
条
が
あ
る
。

（7
）
高
平
戦
で
、
越
医
胤
と
殿
前
都
指
揮
使
張
、
氷
徳
は
各
々
二
千
人
の
兵
士
を
帥
い
て
い
た
（
資
治
通
鑑

l
以
下
遜
鑑
と
略
す
l
巻
二
九
一
）
。

（8
）
以
上
の
周
朝
三
臣
と
溶
美
に
つ
い
て
は
、
宋
史
巻
四
八
四
李
重
進
伝
川
註
凶
の
韓
令
坤
伝
（
宋
史
巻
二
五
ご
、
宋
史
巻
二
七
一
陸
万
有
伝
及
び

太
宗
皇
情
実
録
巻
三
五
擁
県
三
年
三
月
丙
寅
の
条
、
名
巨
碑
伝
琉
淡
之
集
巻
一
潜
武
恵
公
美
伝
に
よ
る
。

（9
）
「
宋
初
」
の
規
定
は
、
「
宋
史
」
は
そ
の
列
伝
だ
け
で
な
く
、
兵
士
山
そ
の
他
で
も
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
三
節
第
一
項
の
本
文
に
引
用
す
る

殿
前
指
揮
使
の
史
料
｜
宋
史
兵
士
山
ー
を
参
照
。

（
叩
）
李
漢
超
を
、
そ
の
列
伝
で
は
「
宋
初
」
殿
前
司
総
帥
の
一
員
「
殿
前
都
虞
候
」
か
ら
「
散
指
揮
」
の
主
帥
に
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
謀
叛
者

と
し
て
い
る
理
由
は
、
宋
史
李
処
転
伝
の
中
に
お
け
る
謀
叛
者
と
し
て
の
記
載
と
彼
の
「
宋
初
」
に
お
け
る
新
政
府
へ
の
積
極
的
加
担
の
事
実

（
宋
史
列
伝
）
に
因
る
。
そ
し
て
、
右
の
格
下
げ
は
、
右
記
の
よ
う
な
彼
の
功
績
に
よ
っ
て
不
適
当
で
あ
る
の
で
、
表
の
よ
う
に
改
め
た
。

（
日
）
陳
橋
の
変
で
は
、
韓
重
費
の
「
控
鶴
寧
都
指
揮
使
領
由
民
州
刺
史
」
は
、
「
軍
」
が
左
右
腐
を
構
成
す
る
組
織
上
の
名
称
で
「
都
指
揮
使
」
が
そ
の

「
軍
」
の
主
帥
で
も
あ
る
こ
と
、
彼
の
位
階
「
領
度
州
刺
史
」
が
、
本
文
中
の
控
鶴
左
腐
の
主
帥
佳
彦
進
の
位
階
「
領
果
州
団
練
使
」
よ
り
も
下
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位
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
表
の
よ
う
に
改
め
た
ひ
ま
た
党
進
の
場
合
で
も
、
「
宋
初
」
に
は
、
「
鉄
騎
軍
部
校
（
都
指
揮
使
）
領
欽
州
刺
史
」
で
あ

る
に
因
る
。

（
ロ
）
諸
班
の
構
成
は
、
散
員
四
班
、
散
指
搬
四
班
、
散
都
頭
二
班
、
散
抵
侯
二
班
、
内
殿
直
四
班
、
東
西
班
で
、
こ
の
う
ち
、
越
宋
の
麿
下
に
は
、
陳

橋
の
変
の
時
の
職
掌
と
建
隆
元
年
の
都
指
揮
使
、
都
虞
候
の
除
授
（
表
工
）
か
ら
、
散
員
、
散
指
揮
の
各
四
班
、
散
都
頭
、
内
殿
直
の
各
一
斑
及

東
西
班
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
臼
）
「
旧
府
親
従
帯
甲
之
士
」
と
は
、
武
勇
に
秀
れ
て
周
朝
の
治
世
に
太
祖
趨
匡
胤
に
隷
し
て
、
太
祖
と
人
格
的
仁
侠
的
結
合
を
も
っ
武
将
で
あ
る
。

例
え
ば
、
米
信
（
宋
史
巻
二
六

O
）
は
、
「
（
太
祖
）
即
位
に
及
び
、
殿
前
指
揮
使
に
補
さ
」
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
殿
前
指
揮
使
は
周
朝
に

も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
未
だ
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
皇
帝
の
私
的
な
も
の
と
思
わ
れ
、
他
の
諸
班
よ
り
も
低
位
の
も
の
で
あ
っ
た
ハ
通
鑑
巻
二
九

一
殿
前
お
番
行
首
馬
全
義
の
胡
註
）
。

（M
H
）
こ
の
四
直
の
成
立
ば
、
太
宋
朝
で
あ
っ
た
。
宋
史
兵
志
の
歩
寧
の
条
に
、
「
御
龍
弓
箭
直
、
五
、
選
天
武
諸
軍
材
貌
魁
傑
者
充
」
と
あ
る
「
天
武
」

が
、
太
宗
太
平
興
国
二
年
に
従
来
の
殿
前
司
歩
軍
の
「
控
鶴
」
を
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
日
）
太
宗
皇
帝
実
録
巻
四
三
至
道
三
年
一
二
月
己
丑
朔
の
条
に
あ
る
回
重
進
の
記
事
。
太
祖
の
旧
府
の
親
将
で
宋
初

l
建
隆
一
冗
年
ー
に
御
馬
直
に
返
っ
た

武
将
と
し
て
、
他
に
筏
翰
（
宋
史
巻
二
六

O
）
、
史
珪
（
同
書
巻
二
七
四
）
が
あ
る
。
な
お
本
文
中
の
宋
史
米
信
伝
の
「
遷
」
の
字
は
、
太
祖
即

位
以
前
に
も
、
そ
の
存
在
を
示
す
が
、
天
子
の
私
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
日
）
長
編
巻
五
五
真
宗
威
平
六
年
九
月
の
条
に
よ
る
と
、
京
師
近
郊
の
村
氏
か
ら
選
ば
れ
た
強
壮
分
子
三
十
人
の
中
か
ら
、
更
に
二
人
が
そ
の
武
芸
絶

優
な
る
を
以
て
御
龍
直
に
補
さ
れ
よ
り
多
く
の
絹
銭
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

（
汀
）
永
楽
大
典
巻
一
二
三

O
六
太
祖
開
宝
四
年
一
一
月
壬
戊
の
条
、
川
班
内
殿
直
は
本
文
中
の
宋
史
兵
志
殿
前
司
騎
軍
の
条
に
も
あ
る
o

（
日
）
楽
全
集
巻
二
四
論
国
計
事
の
条
に
、
「
臣
前
夜
三
司
。
勘
会
慶
暦
五
三

O
四
五
）
年
禁
軍
之
数
。
比
景
祐
（
一

O
三
四

I
三
七
）
以
前
、
増
置

禁
軍
八
百
六
十
余
指
揮
、
約
四
十
有
余
万
人
」
と
あ
る
に
よ
り
、
一
指
揮
当
り
約
五
百
人
で
あ
る
。

（
刊
日
）
宋
史
巻
二
六
一
祈
廷
訓
伝
。
こ
れ
に
よ
る
と
祈
廷
訓
は
、
書
計
、
騎
射
を
善
く
す
る
周
祖
郭
威
の
親
将
で
あ
っ
た
。

（
お
）
こ
の
根
拠
と
し
て
は
、
揚
州
が
契
丹
の
如
き
外
国
の
軍
事
的
圧
力
を
受
け
る
地
方
で
な
い
こ
と
、
虎
捷
右
府
の
主
帥
の
武
将
だ
け
が
、
李
章
一
進
平

定
以
後
に
お
け
る
佳
彦
進
の
除
授
以
外
に
は
、
宋
代
の
諸
資
料
に
散
見
さ
れ
な
い
こ
と
、
諸
府
主
帥
の
陸
万
有
が
恭
帝
以
後
に
更
迭
さ
れ
て
い
る

ζ

と
（
第
二
節
）
に
よ
る
。
李
重
進
の
先
員
数
は
、
先
に
指
摘
し
た
「
虎
捷
」
の
も
つ
二
万
四
千
人
の
半
分
で
あ
る
。
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（
幻
）
宋
史
巻
四
及
び
長
編
巻
二
九
太
宗
端
供
元
年
春
正
月
の
条
。
な
お
、
太
宗
の
殿
前
都
虞
候
の
就
任
は
、
建
隆
元
年
春
正
月
甲
子
（
二
四
日
、
表
E
、

建
隆
元
年
正
月
の
周
寧
帥
の
遷
補
は
辛
亥
即
ち
一
一
日
で
あ
る
）
以
前
（
長
編
巻
一
）
で
、
開
封
芦
就
任
は
、
同
二
年
七
月
壬
午
〈
「
杯
酒
釈
兵

権
」
の
直
後
）
で
あ
る
（
長
編
巻
二
）
。

（
幻
）
宋
史
巻
一
一
一

O
宰
輔
て
尚
、
越
普
の
年
令
は
、
太
祖
即
位
の
時
に
は
満
三
十
九
才
前
後
で
あ
っ
た
（
宋
史
列
伝
巻
二
五
一
）
。

（
幻
）
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
節
度
使
途
領
化
の
実
現
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
中
央
禁
軍
の
将
帥
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
実
現
が
、
栗
原
益

男
氏
の
「
鉄
券
授
現
象
か
ら
み
る
君
臣
関
係
に
つ
い
て
川
、
同
」
（
史
学
雑
誌
六
五

i
五
、
六
）
、
「
君
臣
問
に
お
け
る
鉄
券
誓
約
の
内
容
に
つ
い

て
」
〈
同
七
一
ー
l
七
）
の
中
で
考
察
さ
れ
て
い
る
宋
朝
の
授
与
す
る
誓
約
の
不
履
行
を
起
因
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

（
μ
）
北
宋
太
祖
は
、
亘
書
諸
将
日
、
汝
自
貧
富
貴
、
立
我
為
天
子
、
能
従
我
A
叩
則
可
、
不
然
、
我
不
為
若
主
失
。
衆
皆
下
馬
日
、
惟
命
是
聴
o
」
（
長

編
巻
て
建
隆
元
年
春
正
月
笑
卯
の
条
）
と
あ
る
如
く
、
太
祖
推
戴
を
将
兵
が
富
貴
獲
得
の
手
段
と
し
て
い
る
こ
と
を
是
認
し
て
い
る
。

（
お
〉
西
川
正
夫
氏
「
華
北
五
代
王
朝
の
文
臣
官
僚
」
（
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
二
七
、
一
二
三
頁
及
び
二
二
二
頁
、
昭
和
一
一
一
七
年
）
。

（
お
）
周
藤
氏
「
宋
代
官
僚
制
と
大
土
地
所
有
、
第
二
章
宋
代
官
僚
制
」
（
渡
辺
、
平
野
、
大
塚
責
任
編
集
「
社
会
構
成
史
体
系
』
所
収
昭
和
二
五
年
〉
0

本
文
中
の
三
司
使
の
摘
出
は
、
同
氏
「
北
宋
三
司
の
性
格
」
（
同
氏
『
宋
代
史
研
究
』
所
収
）
に
よ
る
o

西
川
氏
の
武
臣
に
対
す
る
概
念
は
、
周

藤
氏
の
そ
れ
を
踏
襲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
武
将
、
武
尽
を
、
と
も
に
唐
末
五
代
の
反
中
央
集
権
的
落
鎮
的
勢
力
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
一
般
に
武
臣
は
、
文
臣
と
対
置
さ
れ
た
官
制
上
の
区
分
で
、
武
将
は
個
人
の
能
力
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
な
お
、
周
藤
氏
の
、
前
者
の
研
究

で
、
仁
宗
朝
に
文
医
が
宰
相
や
執
政
官
を
独
占
し
た
現
象
を
以
て
文
治
主
義
支
配
の
徹
底
的
実
現
告
求
め
ら
れ
る
見
解
に
対
し
て
一
言
し
て
お
く
。

西
夏
の
建
国
に
伴
う
西
夏
と
の
軍
事
衝
突
、
及
び
そ
れ
に
乗
じ
る
契
丹
の
強
要
す
る
領
土
割
譲
な
ど
国
際
情
勢
の
悪
化
、
圏
内
の
大
土
地
所
有

の
進
展
と
そ
れ
に
起
因
す
る
農
民
の
疲
弊
と
離
農
は
、
政
府
に
軍
事
力
の
増
強
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
禁
軍
の
兵
員
数
は
慶
暦
年
間
だ
け
で
も
一
挙

に
倍
増
し
（
宋
史
兵
志
一
）
ち
同
じ
期
間
に
武
臣
の
員
数
は
、
一
二
班
院
在
籍
の
下
級
武
臣
だ
け
で
も
、
約
四
千
余
員
か
ら
六
千
五
百
余
員
に
達
し
た

（
長
編
巻
一
六
三
）
。
こ
の
よ
う
に
仁
宗
朝
で
も
、
国
家
の
維
持
に
軍
隊
と
武
臣
の
介
入
を
許
容
し
て
お
り
、
周
藤
氏
の
見
解
に
は
い
さ
さ
か
疑

問
が
残
る
。
ま
た
友
川
強
氏
が
、
そ
の
労
作
「
宋
代
宰
相
考
」
（
東
洋
史
研
究
二
四

l
四
）
で
、
右
記
の
よ
う
な
政
権
の
動
態
を
加
味
さ
れ
な
い
ま

ま
、
宋
代
初
期
の
宰
相
を
そ
の
歴
任
し
た
中
央
政
府
機
関
の
職
掌
に
限
定
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
の
に
も
、
俄
に
賛
成
し
が
た
い
o

特
に
第
一
一
一

類
乙
（
同
書
五
九
貰
）
と
さ
れ
る
陳
執
中
、
繕
籍
の
宰
相
へ
の
登
用
は
、
西
夏
と
事
を
構
え
て
重
大
化
し
た
侠
西
の
軍
事
機
関
を
管
掌
し
軍
事
情

勢
の
判
断
力
と
そ
れ
に
対
す
る
発
言
力
を
有
す
る
人
材
が
重
要
と
な
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。



（
幻
）
太
宗
は
、
太
祖
朝
に
次
の
政
権
を
担
う
べ
く
そ
れ
に
必
要
な
人
材
1
1
卓
絶
し
た
実
務
能
力
を
も
っ
膏
吏
、
武
勇
に
秀
れ
兵
卒
統
率
能
力
を
も
っ

武
将
、
幹
吏
を
以
て
き
こ
え
る
文
臣
1

1
を
彼
の
身
辺
（
落
邸
及
び
開
封
府
庁
）
に
置
い
て
い
た
が
、
張
遜
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
（
宋
史
巻
二

六
八
）
。
即
位
後
に
、
彼
は
、
武
将
と
膏
吏
は
武
臣
に
登
用
し
差
遺
を
与
え
、
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
、
武
将
は
禁
軍
の
指
傍
官
、
地
方
長
官
（
知

州
、
武
職
の
兼
任
）
で
あ
り
、
後
者
は
枢
密
院
の
長
官
、
三
可
使
等
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
名
は
、
蒋
復
轍
氏
の
「
宋
太
宗
晋
邸
幕
邸
府
考
」

（
大
陸
雑
誌
一
一
一

O
l一
一
一
）
に
摘
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
宋
朝
初
期
に
お
け
る
官
僚
登
用
の
形
態
は
、
砺
波
護
氏
の
「
中
世
貴
族
の
崩
壊
と
辞
召
制

｜
牛
李
の
党
争
を
手
が
か
り
に
」
（
東
洋
史
研
究
二
一
1
l
一
一
一
）
と
「
一
二
司
使
の
成
立
｜
唐
宋
の
変
革
と
使
職

i
」
（
史
林
四
四

l
四
）
に
説
か
れ

る
跨
召
制
と
同
じ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
、
砺
波
氏
の
唐
宋
の
変
革
と
官
僚
制
に
対
す
る
理
解
に
若
干
の
疑
問
を
も
つ
が
、
と
と
で
は
こ

れ

以

上

触

れ

な

い

。

（

大

学

院

生

）
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